
 

 

和歌山県最低賃金が１０月１日から時間額７７７円に改正 

～現行の７５３円から２４円引上げ～ 

 和歌山県最低賃金の改正については、和歌山地方最低賃金審議会（会長 冨

山 信彦）から８月７日に和歌山労働局（局長 松淵 厚樹）に対して答申が行

われ、異議の申出等の審議を経て、本日、官報に掲載されたことで、10 月１日

からの効力発効が確定した。 

 現行の時間額 753 円から 24 円引き上げられて時間額 777 円となる。 

 本県においては、５年連続で 10 円以上の引上げとなり、最低賃金が時間額の

みで定められた平成 14 年度以降では金額、率ともに最大の引上げとなることか

ら、和歌山労働局では、各自治体、使用者団体等に対して、より重点的な周知

広報に努めることとしている。 

 最低賃金については、「働き方改革実行計画」（平成 29 年３月 28 日働き方

改革実現会議決定）等の政府方針において、年率３％程度を目途として全国過

重平均が 1,000 円になることを目指すとされており、全国的にも当政府方針や

７月27日に中央最低賃金審議会から示された目安等を考慮した大幅な引上げと

なっている。 

 なお、厚生労働省では、最低賃金の大幅な引上げに関連した中小企業・小規

模事業者への支援措置として、平成 28 年度に助成額の拡充及び申請手続の簡素

化等の運用の見直しを行った業務改善助成金及びキャリアアップ助成金に更な

る拡充を行うとともに、新たに人事評価等改善助成金を新設する等、経営力強

化・生産性向上等の最低賃金の引上げに向けた環境整備に取り組んでいる。 

 

【参考：和歌山県最低賃金額及び前年上昇率、上昇額】 

年度 平成 24 平成 25 平成 26 平成 27 平成 28 平成 29 

最低賃金額 690 円 701 円 715 円 731 円 753 円 777 円 

対前年度上昇率※ 0.73％ 1.59％ 2.00％ 2.24％ 3.01％ 3.19％ 

対前年度上昇額 5 円 11 円 14 円 16 円 22 円 24 円 

※小数点第 3位四捨五入 

厚生労働省和歌山労働局発表 

平成 29 年９月１日  

                                                           

担 
 

当 

厚生労働省和歌山労働局 

労働基準部賃金室 

 賃金室長   雑賀 秀元 

 賃金室長補佐 吉田 満 

  電 話 073（488）1152 

  ＦＡＸ 073（475）0113 

 

 

Press Release 


